
コンビ　チャイルドシート

ネルーム ISOFIX シリーズ お使いいただく前に

車に取り付ける前に

車への取り付け・
取りはずし

お手入れ・その他

取扱説明書

お子さまの体重が9kg以上に
なるまで前向きで使用しないこと

●	お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書をよ
く読み、十分ご理解の上、正しくご使用ください。

●58ページの品質保証書に、必要事項をご記入く
ださい。

●	本書は本体シートカバーの右側面のポケットに
保管してください。（5ページ参照）

本製品は、ヨーロッパ統一規則（UN	R44/04改訂）において認可された商品です。
●準汎用型（セミユニバーサル）：質量グループ0+,		1
●体　重：～18kg以下の乳幼児用
●弊社の「取付確認	車種リスト」にて取り付け可能な車両座席のみ使用可能 危険

このチャイルドシートは「準汎用」装置として分類
されております。
必ず、車種適合をご確認の上、ご使用ください。
（9ページ参照）

品質保証書付

お子さまの乗せ降ろし
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このたびは、コンビ	チャイルドシートをお買い上げいただき、ありがとうございます。
お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、正しくご使用ください。

チャイルドシートは、交通事故などの場合にお子さまの傷害を軽減することを目的としており、必ずしも事故から
お子さまを無傷で守るものではありません。また、チャイルドシートを使用するときは、必ず保護者のかたが同乗
してください。

●表示について
本書では、安全に正しくご使用いただくため重
要な事項を｢危険｣、｢警告｣、｢注意｣の表示
で説明しております。重要事項が守られなかっ
た場合に予想される、危害・損害の切迫度や大
きさにより区分したもので、大変重要な内容で
す。必ずお守りください。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危
険が切迫して生じることが想定される内容です。危険

表　示

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容です。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的
損害が起こる可能性が想定される内容です。

表示の内容

警告

注意

チャイルドシートをご使用いただく上で知っておいてい
ただきたいこと、および知っておくと便利な内容です。

お使いいただく前に



お
使
い
い
た
だ
く
前
に

�

お使いいただく前に…………………………………… 1
各部のなまえ…………………………………………… 3
使用条件………………………………………………… 7
取り付けできるシート………………………………… 9
取り付けできない座席……………………………… 11
安全にお使いいただくために……………………… 12

インナークッションの使いかた…………………… 19
ベースカバーの使いかた…………………………… 21
エッグショックパッドの使いかた………………… 22
幌の使いかた………………………………………… 23
サーキュレーターの使いかた……………………… 27
リクライニングのしかた…………………………… 31
シート部の回転のしかた…………………………… 33

取り付け準備………………………………………… 37

車への取り付けかた………………………………… 39
取り付け完了チェックのしかた…………………… 42
車からの取りはずしかた…………………………… 43
サポートレッグの収納のしかた…………………… 44

お子さまにあわせた肩ベルト位置の目安………… 45
肩ベルト位置（ヘッドレスト部の高さ）の調節のしかた	 46
お子さまの座らせかた……………………………… 48
お子さまを降ろすときは…………………………… 50

シートカバーの取りはずしかた…………………… 51
シートカバーの取り付けかた……………………… 53
洗いかた……………………………………………… 	56
保管・廃棄のしかた………………………………… 57
品質保証書…………………………………………… 58
問い合わせ先……………………………………… 裏表紙

お使いいただく前に

車への取り付け・取りはずし

もくじ

車に取り付ける前に

お手入れ・その他

お子さまの乗せ降ろし



�

お
使
い
い
た
だ
く
前
に

●本体 ●インナークッション

●取扱説明書（本書）

●サーキュレーター
　（800 のみ）

●シガーライタープラグ
　（800 のみ）

●ISOFIX キャップ

●お客様登録カード

●ベースカバー
「後向き」時に使用します。

頭部用
800 700 600 

エッグ
ショック
パッド

座面用

●幌

ご使用前に、各部品がそろっていることをご確認ください。
●ご使用前に、本書58ページの「品質保証書」に次の項目を記入してください。
　①製品名とロットNo.	（幼児ベルト収納カバー裏側に貼ってあるシールに記載されています）
　②お客様のお名前・ご住所・電話番号
　③販売店名
●領収書（レシート）を本書といっしょに保管してください。

各部のなまえ

梱包内容

ネルームシリーズのエッグショッククニュパッドと
エッグショックパッドについて
※鋭利な刃物で突いたり、切ったりしないでください。
※パッド類はインナークッションからヘッドレストカバーへの付け替え
が可能です。詳しくは22ページをご覧ください。

※工場出荷時、パッド類はインナークッションに取り付けられています。

※	本書に使用しているイラストは、操作方法
などをわかりやすく説明するため、製品と
は若干異なる場合があります。
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正面

差込タング●

股あてパッド●

バックルボタン●

バックル●

●サポートレッグ

長さ調節レバー

コネクター
コネクターハンドル

側面

レッグエンド

コネクター解除レバー

インジケーター
（緑：ロック/赤：解除）

ロック解除ボタン
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各部のなまえ

正面

調節ベルト固定ホック●
操作レバーカバー●
リクライニングレバー●

回転レバー●

奥側

●取扱説明書
　収納ポケット

ベルト調節ボタンカバー●
ベルト調節ボタン●

調節ベルト●

手前側

●ヘッドレストカバー
●肩ベルトカバー
●幌ホルダー
●幼児ベルト
●シートカバー

800/700　　　　　　　　600

ベルトホック●

●エアスルー
　ウィンドー

●トップウィンドー

幌ジョイント● 幌ジョイント●
エアスルーウィンドー●

●ベルト
　ホック

●前向き用
　ベルト
　通し穴
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背面
本書で使われる「本体」「シート部」「ベース部」
「リクライニング部」「ヘッドレスト部」とは、下記
の部位をいいます。

幼児ベルト収納カバー●

ヘッドレスト調節レバー●

●製品名/ロットNo.

●サポートレッグ

ベース部●

シート部●

リクライニング部●

●本体

ヘッドレスト部●
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使用条件

危険

体重7kg未満の場合
●	進行方向に対して後向き
●	インナークッション頭部用と座面用を必ずセット
で使用する

●	全てのリクライニング角度が使用可能
●	幌が使用可能（23ページ参照）
●	ベースカバーを使用する（21ページ参照）

ここでは、お子さまの体重によるシート部の向き、インナークッションの使いかたなどを説明しています。お子さまの体重にあわせて正しく　　　　　　お使いください。
お子さまの体重にあわせて、3段階の使いかたをします。（幌の使いかたについては、23ページ参照）

1 2

お子さまへの負担を考え、長時間連続しての使用
を避け、1時間程度を目安に休憩をとってくださ
い。また、首がすわるころまでは、お子さまの体
調の変化に気をつけながらご使用ください。

注
意

2.5kg（体重）

使用の目安

後向き

使用の目安
身長の目安：～60cm程度
年齢の目安：新生児～4ヵ月ころ（首がすわるころ）
※新生児とは、体重2.5kg 以上かつ在胎週数37週以上

身長の目安：60cm～80cm程度
年齢の目安：4ヵ月ころ（首がすわるころ）～　　　　1才6ヵ月ころ

●	体重9kg未満は必ず後向きでご使用ください。前向きでの使用は非常に危険です。
●	｢身長の目安｣や｢年齢の目安｣はあくまでも目安です。身長や年齢が上記条件を満たしていても、｢体重条件｣を満たしていない　　　　　　お子さまはお使いになれません。

体重7kg以上13kg未満までの場合
●	進行方向に対して後向き
●インナークッション座面用は使用禁止
※インナークッション頭部用は、お子さま
の体形にあわせて任意で使用してくださ
い。

●	全てのリクライニング角度が使用可能
●	幌が使用可能（23ページ参照）
●	ベースカバーを使用する
　（21ページ参照）
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身長の目安：75cm～105cm程度
※乗せたとき、後頭部が本体の背もたれから上に出ないこと
年齢の目安：1才ころ～4才ころ

3

ここでは、お子さまの体重によるシート部の向き、インナークッションの使いかたなどを説明しています。お子さまの体重にあわせて正しく　　　　　　お使いください。
お子さまの体重にあわせて、3段階の使いかたをします。（幌の使いかたについては、23ページ参照）

9kg

13kg
18kg

使用の目安 使用の目安

前向き
●体重9kg以上13kg未満のお子さまは、後向き、前向きどちらでもお使いいただけます。

身長の目安：60cm～80cm程度
年齢の目安：4ヵ月ころ（首がすわるころ）～　　　　1才6ヵ月ころ

体重9kg以上18kg以下までの場合
●	進行方向に対して前向き
●	インナークッションは使用禁止
●	全てのリクライニング角度が使用可能
●幌は日よけとして使用するか、ヘッドレスト部か
ら取りはずす（23ページ参照）

●	体重9kg未満は必ず後向きでご使用ください。前向きでの使用は非常に危険です。
●	｢身長の目安｣や｢年齢の目安｣はあくまでも目安です。身長や年齢が上記条件を満たしていても、｢体重条件｣を満たしていない　　　　　　お子さまはお使いになれません。

「前向き」使用時は幌はよくたたんで幌上部の
ホックを閉じて「日よけ」として使用するか、
ヘッドレスト部から取りはずしてください。
（23ページ参照）

警
告
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ISOFIX型チャイルドシートの取り付けを認可された座席のある自動車に取り付けることができます。
ただし、ISOFIX チャイルドシートは ISOFIX 取付金具を装備した全ての車両に取り付けられるものではありません。
ご使用の際には、必ず車種適合および車両の取扱説明書で下記の ISOFIXチャイルドシートに対応しているか確認してください。

取り付けできるシート

携帯電話QRコード※
※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

コンビ 適合 検 索

車種適合につきましては下記のサイトにてご確認ください。
パソコンから http://www.combibaby.com
携帯電話から http://www.combibaby.com/i/

このチャイルドシートはISOFIXチャイルドシートです。ISOFIX取付金具（バー）を装備した自動車で使用すること
を目的とし、ヨーロッパ統一規則（UN	R44/04改訂）に基づき認可されております。

お子さまの体重 質量グループ カテゴリー サイズ等級 固定具

13kg未満 0+ 準汎用型
（セミユニバーサル）

E ISO/R1

D ISO/R2

C ISO/R3

9kg以上～18kg以下 1 準汎用型
（セミユニバーサル）

A ISO/F3
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ISOFIX 取付金具について

ISOFIX取付金具とは、ISOFIXチャイルドシートを取
り付けるために、車両背もたれと車両座席の間に装備
された金具(バー )です。車両により、名称や位置が異
なる場合がありますので、必ず車両の取扱説明書で確
認してください。

ISOFIX
取付金具

車両シート
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取り付けできない座席

取り付けできない座席

下記以外の座席でも、チャイルドシートをしっかり固定できない場合には使用しないでください。

次の条件のいずれか１つでもあてはまる場合は、その座席ではお使いいただけません。

●進行方向に対して横向き、
または後向きの座席。

●エアバッグ装備の座席。
　	…	サイドエアバッグ
	 	 のみの場合には
	 	 使用できます。

●座面の凹凸が極端で、　
	 取り付けたときに不安定に
なる座席。

●サポートレッグの先端部に座席
のスライドレールや床下収納ス
ペースなどがある座席。

●床に対して座面が低い座席または高い座席、床の形状など
により、サポートレッグを正しく取り付けできない座席。
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安全にお使いいただくために

危険

●使用条件に適合しないお子さまや、
取り付けできない座席などでは、使
用しないでください。

●	車に取り付けるときは、取扱説明
書および本体表示に従ってコネク
ターを ISOFIX 取付金具に固定し、
インジケーターが「緑色」に変わって
いることを確認してください。

	 それ以外のもので固定しないでくだ
さい。

●サポートレッグを収納状態のまま、
取り付けないでください。必ずサ
ポートレッグを出して、長さを調節
してください。

　（40～42ページ参照）

●	本製品は車両シートベルトでは固定することはできません。

次のような使いかたは、チャイルドシートが本来の機能を果たさず、危険をまねくおそれがあります。

●車両ヘッドレストが極端に出っ
ぱっている座席

	 …	車両ヘッドレストの形状により、リク
ライニング操作や回転操作、チャイル
ドシートのヘッドレスト調節操作がで
きない座席。

	 ※	車両ヘッドレストが取りはずせる場合
は、取りはずすことで操作が可能にな
ればその座席でも取り付けできます。
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緊急時の脱出

事故など緊急時は、保護
者のかたがバックルボタ
ンを押し、幼児ベルトを
はずして、すみやかにお
子さまを車外に脱出させ
てください。

危険

●エアバッグ装備の座席では、チャイ
ルドシートを使用しないでください。
衝突時、エアバッグの作動により大
きな衝撃を受け、危険です。

	 …	サイドエアバッグのみの場合には使用
できます。

●お子さまがチャイルドシートの上に
立ったり、中腰になったり、正座を
しないように注意してください。

　座らせたときには、お子さまに股あ
てパッド、幼児ベルトが正しく装着
され、左右の差込タングが「カチッ」
と音がするまでバックルに差し込ま
れ、抜けないことを確認してくださ
い。

●チャイルドシートのシート部を横向
きにしたまま走行しないでくださ
い。( お子さまの乗せ降ろしのとき
のみ横向きで使用してください )

安全にお使いいただくために
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警告

●幼児ベルトがたるんだ状態で使用しな
いでください。ベルトが首に巻き付き、
窒息するおそれがあります。

※幼児ベルトは正しい長さに調節してくださ
い。（45～50ページ参照）

次のような使いかたは、チャイルドシートが本来の機能
を果たさず、危険をまねくおそれがあります。

●	幼児ベルトに傷がついたときは、ご
使用にならないでください。修理の
必要がありますので、当社のコン
シューマープラザへお問い合わせく
ださい。●	後向きで使用する場合には、必ずイン

ナークッションを正しく取り付けて、
お子さまの体にフィットした状態で使
用してください（19ページ参照）

●	衝突事故や製品を落下させたときな
ど、1度でも強い衝撃を受けたチャイ
ルドシートは、外見上の破損がなくて
も、絶対に使用しないでください。

●	バックルにゴミ・飲食物などが詰まっ
て確実に差し込めない場合、または
解除しにくい場合は修理の必要があ
りますので、当社のコンシューマー
プラザへお問い合わせください。

●	お子さまがバックルボタンを押して
しまう可能性があります。差込タン
グがバックルからはずれていないこ
とを確認してください。はずれてい
ると本来の機能を果たさず、さらに
幼児ベルトが首に巻き付くおそれも
あります。
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安全にお使いいただくために

警告
●	お子さまを車内に1人で放置しないで
ください。日差しの強い日などには、車
内の温度が高くなり、お子さまが脱水症
状になるおそれがあります。また予期せ
ぬ事故の原因となります。必ず保護者の
かたが同乗してください。

●	車両座席形状によって、チャイルドシー
トの背もたれが、車両ヘッドレストにぶ
つかり回転操作できない場合がありま
す。その状態のままで、無理に回転させ
ないでください。故障の原因になります。

●お子さまがチャイルドシートに座って
いないときでも、必ずコネクターで固
定しておいてください。急ブレーキを
かけたときなど、車内に転がり、運転
のさまたげとなることがあります。

次のような使いかたは、同乗しているかたに危険をまね
くおそれがあります。

●	エアバッグ装備のない助手席にチャイ
ルドシートを取り付け、後向きで使用
する場合、ドアミラーが見えにくい場
合は後座席に取り付けてください。

●	2ドアや3ドアの車で後座席に人が乗
る場合は、チャイルドシートを助手席
に取り付けないでください。緊急時の
脱出のさまたげになります。

●	シフトレバーやパーキングブレーキな
どの運転操作に支障をきたす場合は、
助手席に取り付けないでください。

●	調節ベルトが操作レバーカバー裏にある
ホックに固定されていない状態で使用し
ないでください。ベルトが首に巻き付き、
窒息するおそれがあります。

●	幌は、誤った取り扱いをすると、事故な
どの衝突時にお子さまに接触する場合が
あり、危険です。使いかたをよくお読み
になり、正しく使用してください。(23
ページ参照）
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チャイルドシートの本来の機能を果たすため、走行前には、次の事項を点検してください。

チャイルドシートが車両座席にしっかりと
固定されていること（本体を前後にゆすり、
確認してください）

※イラストは前向き使用例

 日常の点検

幼児ベルトが正しい位置になるように、ヘッ
ドレストが調節されていること

幼児ベルトにねじれやたるみがないこと
お子さまの骨盤をしっかりと拘束するよう
に、必ず幼児腰ベルトを低く下げること

幼児ベルトがお子さまの体にフィットして
いること（調節ベルトを引いてフィットさ
せてください）

差込タングがしっかりとバックルに差し込
まれ、抜けないことを確認する

レッグエンドが床につくように、サポート
レッグの長さが調節してあること

回転 /リクライニングのレバーが正規の位
置に戻っていて、シート部が確実に固定さ
れていること

コネクターが車の ISOFIX 取付金具にしっか
り固定されていること

コネクターのインジケーターが「緑色」になっ
ていること

回転 /リクライニング操作後、シート部がロッ
クされ確実に後向きまたは前向きになってい
ること
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安全にお使いいただくために

●	直射日光があたると、本体や差込タング
などが熱くなり、お子さまがやけどをす
るおそれがあります。夏などの日差しが
強い日は、日かげに駐車するか、チャイ
ルドシートにカバーなどをかけてくださ
い。また、お子さまを乗せる前に各部を
触り、熱くないことを確認してから使用
してください。

●	走行中は、チャイルドシートの操作や調
節をしないでください。また、同乗して
いる他のお子さまがチャイルドシートに
触らないようにしてください。

●	チャイルドシートを通常のいすとして使
用すると、転倒してけがをするおそれが
あります。本書に記載されていない使い
かたをしないでください。

注意

●	チャイルドシートを車のシート可動部や
ドアにはさまないように、十分注意して
ください。

●	チャイルドシートを持ち運ぶときは、
ベース部以外を持たないでください。故
障の原因となります。

●	爪を伸ばしていたり、付け爪をしている
と、拘束や調節操作をする際、巻き込ま
れる可能性がありますので、十分注意し
てください。

●	座席の表皮素材（革など）および形状に
よっては、取り付けた座席に傷や跡がつ
くおそれがあります。別売りの「コンビ	
ズレ防止・保護シート」の使用をおすす
めします。
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注意

●	製品の改造や不当な修理をしないでく
ださい。思わぬ事故につながるおそれ
があります。

●	出荷時に取り付けられている部品、お
よび当社指定の部品以外は使用しない
でください。破損・故障や思わぬ事故
につながるおそれがあります。

●	車両座席にクッションや座布団などを
敷いたまま、チャイルドシートを取り
付けないでください。チャイルドシー
トがしっかり固定されません。

●	チャイルドシートを風雨にさらさない
でください。

●	シートカバーなどの縫製品や、ウレタ
ンなどのクッション材をはずしたまま
使用しないでください。また、本製品
以外のものと取り替えたりしないでく
ださい。（衝突時の安全性能に影響を
与えるおそれがあります）

●	固定されていない物を車内に置く場合
は急ブレーキや衝突時にお子さまにあ
たるおそれがありますので、十分注意
してください。

●	幌に、おもちゃやサンシェードなどを
取り付けて使用しないでください。急
ブレーキや衝突時にお子さまにあたる
おそれがあります。



車
に
取
り
付
け
る
前
に

�9

後向き 前向き

� 体重7kg未満 �  体重7kg以上〜
　 13kg未満まで �  体重9kg以上〜

　 18kg未満まで

頭
部
用

		任意で使用 使用禁止

座
面
用

使用禁止 使用禁止

頭部用、座面用を
必ずセットで使用する

頭部用はお子さまの体形にあわせて
任意で使用してください。 使用しないこと

インナークッションの使いかたが変わったら肩ベルトを調節しなおしてから、チャイルドシートを使
用します。「お子さまにあわせた肩ベルト位置の目安」（45ページ参照）

インナークッションの使いかた

インナークッションは、小さな赤ちゃんを保護するためのもので、「後向き」使用時のみ使用します。（工場出荷時、インナークッションは
取り付けられています）	お子さまの体重によって使いかたが異なります。

●	はずしたインナークッション
を車内に放置しないでくださ
い。急ブレーキをかけたとき
など、車内に転がり、運転のさ
またげになることがあります。

●	チャイルドシートを持ち運ぶ
ときは、インナークッション
を持たないでください。

危
険

警
告

	

お子さまの体重にあわせて、3段階の使いかたをします。

2.5kg（体重）
9kg

18kg
13kg

●		お子さまの体重が7kg未満の場
合、頭部用と座面用を必ずセッ
トで使用してください。

●	お子さまの体重が7kg 以上で
は、頭部用のみ任意で使用で
きます。座面用は使用禁止。

●	体重に関わらず、「前向き」使
用時は、インナークッションを
使用しないでください。

インナークッションは、誤った取
り扱いをすると本来の機能を果た
さず危険です。使いかたをよくお
読みになり、正しく使用してくだ
さい。

注
意
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①	ヘッドレストを引き上げる。（46ページ参照）
②	インナークッション頭部用のホックとヘッドレストカ
バー裏の中央にあるホックとで取りはずしと取り付けを
する。

①	バックルボタンを押して差込タングをバックルからはずす。
　（48ページ参照）
②	股あてパッドを股あてパッド通し穴に通し、取りはずしと取り付け
をする。

インナークッション頭部用の取りはずしと取り付け

インナークッション
頭部用

ホック

ヘッドレスト
カバー

ホック インナークッション
座面用

股あてパッド
通し穴

差込タング 股あてパッド

インナークッション
頭部用

ホック

ヘッドレスト
カバー

ホック

インナークッション座面用の取りはずしと取り付け

インナークッション
座面用

股あてパッド
通し穴

差込タング 股あてパッド

●800/700

● 600

● 800/700　	 ● 600
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ベースカバーの使いかた 使用期間：「後向き」使用時

後向き使用の際、ベースカバーを使用し足を保護してください。
※ベースカバーを取り付けてから、チャイルドシートを車両座席に取り付けてください。

ベースカバーを取り付けない状態で
ベース部を素足で蹴ったりこすった
りすると、足にすり傷ができる場合
があります。

注
意

ベースカバーを取り付ける。
ベースカバーをベース部にかぶせ、①上部のフック、
②下部のフック、あわせて4つのフックを取付部に固
定する。

「後向き」使用時は、必ずベースカバー
を使用してください。警

告

ベース部

ベースカバー

①

②

フック

フック

ベースカバー

「前向き」使用時にもお使いいただけます。
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エッグショックパッドの使いかた（800/700）

エッグショッククニュパッドとエッグショックパッドは、
インナークッションからヘッドレストカバーへの付け替え
が可能です。（パッド類は工場出荷時はインナークッショ
ン頭部用に取り付けられております）

インナークッション頭
部用の裏側から、パッ
ド類を取り出す。

1

ヘッドレストカバーの
上部裏のフック（2ヵ
所）をはずし、ヘッドレ
ストから取りはずす。
（51ページ参照）

2

パッド類をヘッドレス
トカバー裏側のエッグ
ショック収納ポケット
に付け替える。

3

ヘッドレスト
カバー

フック

エッグショック
パッド

インナークッション
頭部用

ヘッドレスト
カバー

エッグショック・
クニュパッド
※上下、表裏の向きに
　注意してください。

エッグショック
パッド

エッグショック・
クニュパッド

お子さま側
（表側）

エッグショックパッド
収納ポケット

お子さまがエッグショッ
ククニュパッドをなめた
り、引っぱったりしない
ように注意してくださ
い。

警
告

エッグショッククニュ
パッドを紙などの上に置
いた場合、条件によりシ
ミになることがあります
のでご注意ください。

注
意
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幌の使いかた

幌は「後向き」使用時には開いた状態で使用できますが、「前向き」使用時は、小さくたたんで幌上部のホックをとめて「日よけ」
として使用してください。幌は、誤った取り扱いをすると、事故などの衝突時にお子さまに接触する場合があり危険です。使
いかたをよくお読みになり、正しく使用してください。

●	チャイルドシートを持ち運びするときは、
幌を持たないでください。製品が破損す
る原因となります。

●	取りはずした幌を車内に放置しないでく
ださい。急ブレーキをかけたときなど、車
内に転がり、運転のさまたげになることが
あります。

●	お子さまの乗せ降ろしの際に幌がさまた
げになる場合は、幌を小さなサイズにたた
んでご使用ください。（26ページ参照）

●	幌に、おもちゃやサンシェードなどを取り
付けて使用しないでください。急ブレー
キや衝突時にお子さまにあたるおそれが
あります。

●	幌を開いたり小さくたたんだりするとき
は、お子さまや周囲の人にも気をつけて、
指や手などをはさまないように注意して
ください。

警
告

幌は、誤った取り扱いをすると、事故などの衝
突時にお子さまに接触する場合があり危険で
す。使いかたをよくお読みになり、正しく使用
してください。

注
意

エアスルーウィンドー●
ベルトホック●

幌ジョイント●

●トップウィンドー

●前向き用
　ベルト通し穴

ベルトホック●
幌ジョイント●

エアスルーウィンドー●
前向き用●

ベルト通し穴　

●800/700　	 ● 600



��

車
に
取
り
付
け
る
前
に

シートの向きにあわせた使いかたをします。

後向き 前向き

※ホックをとめる

小さくたたみ、「日よけ」として使用可能
※取りはずした状態でも使用できます。

開いた状態では使用しないこと開いた状態で使用可能
※取りはずした状態でも使用できます。
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幌の使いかた

幌の取り付けかた

①	幌を小さくたたみ
②	幌ジョイントをヘッドレスト部側面の幌ホルダーにあわせ、
③	幌ジョイントの下端のツメが幌ホルダーにかかるまでしっ
かり差し込み固定する。

1
①	幌取付ホックが見えるまで、ヘッドレスト部を引き上げる。
（46ページ参照）
②	幌背面の左右のホック（2ヵ所）を、ヘッドレストカバーの
幌取付ホックに取り付ける。

2

幌ジョイントが幌ホルダーにしっかり固定されており、幌背
面の左右のホック（2ヵ所）がヘッドレストカバーに取り付け
られていることを確認する。

3
警告 幌背面の左右のホック（2ヵ所）が、ヘッドレストカ

バーに取り付けられていることを確認してください。

注意
幌を開いたり小さくたたんだりするときは、お子さ
まや周囲の人にも気をつけて、指や手などをはさま
ないように注意してください。

幌ジョイント

幌ホルダー

ツメ

②

①

③

ホック

ヘッドレストカバー

幌取付ホック
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お子さまの乗せ降ろしのときは、幌を小さなサイズにたたみ
ます。

乗せ降ろしのとき（小さなサイズにたたむ）

イラストのように、
幌中央部を閉じる。

幌の取りはずしかた

①	幌を小さくたたみ、
②	幌背面の左右のホック（2ヵ所）をはずす。（25ページ参照）
③	幌ジョイントの下端のツメを指先で引きながら、
④	幌ホルダーから取りはずす。

「前向き」使用時は、幌は、小さくたたみ幌上部のホックをと
めて「日よけ」として使用できます。

前向きで使用するとき（日よけとして使う）

①	幌を小さなサイズにたたみ
②	幌背面にあるベルトホックを幌上部にある前向き用ベルト通し
穴に通し、ホックでとめる。

●	幌は、誤った取り扱いをすると、事故などの衝突時にお子さまに
接触する場合があり危険です。

●「前向き」使用時は幌は小さくたたんで幌上部のホックを閉じ
て「日よけ」として使用するか、ヘッドレスト部から取りはず
してください。

■前向き使用時警
告

幌中央部

③

④

幌ジョイント

幌ホルダー
ツメ

②
①

前向き用ベルト通し穴

ベルトホック

※ホックをとめる
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サーキュレーターの使いかた（800 のみ）

●DC12V車専用です。DC24Vの車では使用しないでください。
●シガーライタープラグを差し込む前にソケット内のゴミや異物は完全に取り
除いてください。

●使用しないときは、シガーソケットから抜いて保管してください。
●シガーライタープラグを抜くときは、コードを持たずに必ずプラグ本体をもっ
て抜いてください。コードが断線し、発火、ショート、感電の原因になります。

●シガーライタープラグのホコリなどは定期的に掃除してください。

危
険

警
告

	

●	コードはフロアマットに沿わせて使用してください。お子さまの首にコードが巻
き付き、窒息するおそれがあります。

●	無理にコードを引っぱったり、曲げたり、ねじったりしないよう注意してください。
コードが破損し、火災・感電の原因になります。

●	シガーライタープラグを車のシガーソケットに差し込んだまま、濡れた手で触らな
いでください。

●	サーキュレーターに水やお茶などの液体をこぼさないでください。感電するおそ
れがあります。

●	サーキュレーターのすき間に指や物を入れないでください。ケガや感電するおそ
れがあります。

●	使用中に異常な振動や、煙が出る、異臭、異音がする、または故障した場合は、ただち
に使用を中止し、当社コンシューマープラザへお問い合わせください。

●	運転中は、サーキュレーターの操作やシガーライタープラグの取り付けなどは絶
対にしないでください。

●	運転操作（ブレーキ、ハンドル操作、シフトレバー操作など）に影響とならないよ
う配線には十分注意してください。

注
意

サーキュレーターは、「後向き」「前向き」使用時ともに使えるコンパクト送風機です。
サーキュレーターは、DC12V車専用です。

ツメ

プラグ

ジャック 面ファスナー

シガーライター
プラグ

スイッチ

●サーキュレーター

●シガーライタープラグ
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サーキュレーターの取り付けかた

①	ベース部背面裏側の開口部にサーキュレーターの下端をあ
わせる。

　※コードが出ている側が下端です。
②	サーキュレーター上端のツメが開口部の表側にかかるまで
しっかり差し込み固定する。

1

ツメ
サーキュレーター

コード

ベース部背面

①

②

フック

フック

コード

プラグ

ベース部底面
ベース部背面

溝

①

②

②

①	コードをベース部背面の溝に沿わせ、ベース部底面に引き
込む。

②	ベース部底面のフック（前後2ヵ所）にコードをかけ、プラ
グをベース部の前部に引き出す。

2
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サーキュレーターの
プラグ

シガーライタープラグの
ジャック

①
コード

シガーライター
プラグ

シガーソケット
LED

②

①	サーキュレーターのプラグを、シガーライタープラグのジャックに
差し込む。

②	シガーライタープラグを車のシガーソケットに差し込み、
　	LEDが緑色に点灯していることを確認する。
③	シガーライタープラグのコードを、面ファスナーを使ってフロア
マットに沿わせ、固定する。

3 使いかた

スイッチを押す回数で、風量の「強」「弱」を調整でき
ます。

●	スイッチを１回押すと、LEDが緑色に点灯し、風
量「強」でサーキュレーターが回ります。

●	スイッチを２回押すと、風量「弱」にモードが切り
変わります。

●	スイッチを３回押すと、サーキュレーターが止ま
ります。

●	約 15分後に自動でファンは止まります。

スイッチ

LED

音が気になったり、風量が気になる場合は「弱」
で使用してください。

サーキュレーターの使いかた

注意 面ファスナーは、足が引っかかって転倒などのおそ
れがない位置に設置してください。
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ヒューズの交換のしかた

ヒューズが切れたときは、同じ定格のヒューズ（3A	250V）
をお求めになり、交換してください。

①ヒューズキャップを反時計に回してはずす。
②切れたヒューズを取り出し、新しいヒューズに交換する。
③ヒューズキャップを元通りにしっかりしめる。

ヒューズ ヒューズキャップ

注意
ヒューズ交換時は、必ず指定のヒューズを使用して
ください。指定外のヒューズを使用すると、発熱・発
火等の原因となります。

故障かな？と思ったら

こんなときは 確認と直しかた

シガーライタープラグの LED
が点灯しない

●車のエンジンがかかった状態
か、お確かめください。

●シガーライタープラグがシ
ガーソケットにしっかり差し
込まれているか、お確かめく
ださい。

●シガーソケット内部が汚れて
いないか、お確かめください。
汚れていたら、エンジンを切り
布などで掃除をしてください。

●シガーライタープラグの
ヒューズが切れていないかお
確かめください。

スイッチの LEDが点灯しない
●シガーライタープラグのLED
が点灯していることをお確か
めください。

サーキュレーターの風量が弱い

●スイッチ操作をし、「強」「弱」
の風量設定をお確かめくださ
い。

●サーキュレーター内のほこ
り、ゴミなどが詰まっていな
いか、お確かめください。
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リクライニングのしかた

「後向き」および「前向き」使用時、お子さまの体重に関わらず、3段階に角度を調節することができます。

警
告

チャイルドシートのシート部が車
両ヘッドレストにぶつかってリク
ライニング操作ができない場合が
あります。
●	無理に操作すると故障の原因に
なります。車両ヘッドレストが
取りはずせる場合は、取りはず
してご使用ください。

●	車両ヘッドレストをはずしても
操作ができない場合、その座席
では使用しないでください。

※	ぶつかっていても無理なく操作
できる場合は、その座席でもお
使いいただけます。

注
意

●	シート部の背部やリクライニ
ング部の下部のすき間に指や
手などを入れたまま、リクライ
ニング操作しないでください。

●	「後向き」使用時、お子さまの
足がベース部背面にある穴に
入った状態でリクライニング
操作しないでください。

●	同乗者の手元にも十分ご注意
ください。	

●	リクライニング操作は、必ず車
を停車させて行ってください。

●	「回転レバー」と「リクライニン
グレバー」は同時には引けませ
ん。無理に同時に引くと故障
の原因となります。
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①	操作レバーカバー下にあるリクライニング
レバー（左側）を手前に引きながら、

②	シート部のリクライニング角度を調節する。
（前向き/後向きともに３段階）

1 レバーから指を離してシート部を前
後にゆすり、ロックされていること
を確認する。

2

リクライニング
レバー

操作レバーカバー

① ②

「回転」および「リクライニング」
操作後には、	レバーが「カチッ」
と音がして、元の位置に戻り、
シート部がロックされているこ
とを確認してください。シート
部がロックされていない状態で
使用しないでください。

警
告

カチッ
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シート部の回転のしかた

チャイルドシートのシート部が車両ヘッドレストにぶつかっ
て回転操作ができない場合があります。
●	無理に操作すると故障の原因になります。車両ヘッドレス
トが取りはずせる場合は、取りはずしてご使用ください。	

●	車両ヘッドレストをはずしても操作
ができない場合、その座席では使用
しないでください。

※	ぶつかっていても無理なく操作でき
る場合は、その座席でもお使いいた
だけます。

●	ロック機構が開いた状態でシート部
を回転しないでください。故障の原
因となります。

危
険

チャイルドシートのシート部を
横向きにしたまま走行しないで
ください。横向きでは、本来の機
能を果たさず危険です。
（お子さまの乗せ降ろしのときの
み横向きで使用してください）

警
告

●	ベース部背面やシート部の背
面、リクライニング部の下部の
すき間に指や手などを入れたま
ま、回転操作しないでください。

●	お子さまを乗せた状態のとき
は、ゆっくりと回転させ、お子さ
まの手足が本体などにぶつから
ないよう、また、ベース部とシー
ト部の間などにはさまれないよ
うご注意ください。

●	「後向き」使用時、お子さまの足
がベース部背面にある穴に入っ
た状態で回転操作しないでくだ
さい。

●	「回転レバー」と「リクライニン
グレバー」は同時には引けませ
ん。無理に同時に引くと故障の
原因となります。

注
意

どのリクライニングの角度でも、お子さまの乗せ降ろしをしやすくするため、シート部を回転することができます。
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①	操作レバーカバー下にある回転レバー（右側）を手前に引き
ながら、シート部をまわす。

②	動き始めたら回転レバーから指を離し、シート部が「後向
き」または「前向き」になると、「カチッ」と音がしてロック
する。

1

回転レバー

カチッ

操作レバーカバー
①

②

カチッ
回転レバー

操作レバーカバー
①

②

●後向き ●前向き
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シート部の回転のしかた

シート部を上下左右に動かし、確実にロックされていること
を確認する。

※	回転構造上シート部に遊びがあり、カタカタと音がします
が、問題なく使用できます。

2●	幼児ベルトが幼児ベルト収納カバーからはみ出ていないか
確認してください。

　はみ出た状態で回転させると、回転部に巻き込まれ、故障の
原因となります。

	 	幼児ベルトがはみ出ているときは、もう1度幼児ベルト収納
カバーを開き、幼児ベルトを収納してください。

●	幼児ベルト収納カバーが確実に閉じていることを確認して
ください。開いた状態で回転させると、ベース部にぶつかり、
故障の原因となります。

注
意

幼児ベルト

幼児ベルト
収納カバー
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「回転」および「リクライニング」操作後には、	レバーが「カチッ」
と音がして、元の位置に戻り、シート部がロックされているこ
とを確認してください。シート部がロックされていない状態
で使用しないでください。

警
告

カチッ
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取り付け準備

ここでは、本製品の取り付け上の注意と、車への取り付けかたを説明しています。

危
険

●	チャイルドシートがしっかり固定できない場合は、本来の機能
を果たさず大変危険ですので、他の座席に取り付けてください。

●	サポートレッグを収納状態のまま取り付けないでください。
必ず、サポートレッグを出して、長さを調節してください。

●	車に取り付けるときは、取扱説明書および本体表示に従って
コネクターをISOFIX取付金具に固定してください。それ以
外のもので固定しないでください。

●	エアバッグ装備の座席では、チャイルドシートを使用しない
でください。衝突時、エアバッグの作動により大きな衝撃を
受け、危険です。

	 ※サイドエアバッグのみの場合には使用できます。
●	シート部を横向きにしたまま走行しないでください。
	 （お子さまの乗せ降ろしのときのみ横向きで使用してください）
●	本製品は車両シートベルトでは固定することはできません。

警
告

●	お子さまがチャイルドシートに座っていないときでも、必ず
コネクターで固定しておいてください。

●	エアバッグ装備のない助手席ににチャイルドシートを取り
付け、後向きで使用する場合、ドアミラーが見えにくい場合
は後座席に取り付けてください。

●	シフトレバーやパーキングブレーキなどの運転操作に支障
をきたす場合は、助手席に取り付けないでください。

●	2ドアや3ドアの車で後座席に人が乗る場合は、チャイルド
シートを助手席に取り付けないでください。緊急時の脱出
のさまたげになります。

取り付け作業の前に

取り付け作業は、ドアの全開閉操作が可能な、平らな場所で
行ってください。1

車内の作業スペースを確保するため、前座席を倒したり、スラ
イドさせてから取り付けてください。2



車
へ
の
取
り
付
け
・
取
り
は
ず
し

��

車両ヘッドレストについて

車両座席形状や車両ヘッドレストを確認し、車両ヘッドレストが取
りはずせる場合は、取りはずしてください。

警
告

チャイルドシートのシート部が車両ヘッ
ドレストにぶつかってリクライニング操
作や回転操作ができない場合があります。
●	無理に操作すると故障の原因になりま
す。車両ヘッドレストが取りはずせる
場合は、取りはずしてご使用ください。

●	車両ヘッドレストをはずしても操作が
できない場合、その座席では使用しな
いでください。

※	ぶつかっていても無理なく操作できる場合は、その座席でも
お使いいただけます。

取付完了図

コネクター

コネクター
ハンドル

ISOFIX
取付金具

コネクター解除レバー

インジケーター

本図では、右側後座席への取り付け完了図となっています。
左側では、取り付けかたが左右逆になります。
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車への取り付けかた

車両の取扱説明書で ISOFIX 取付金具の装備された座席と金具の位置を確認してください。
本製品は、後向きと前向きの2通りの使用方法がありますが、取り付けかたは同じです。
車への取り付けが完了したあとで、お子さまの体重にあわせてシート部を後向き、	前向きにまわしてご使用ください。

ISOFIX 取付金具は車両シートにかくれて見えにくい場合は、付属の ISOFIX キャップを使うことで、チャイルドシートを
取り付けしやすくなります。ただし、車両シートによっては ISOFIX キャップが取り付けられない場合があります。

ISOFIX
取付金具

ISOFIXキャップ

取付方法

ISOFIXキャップの溝にISOFIX取付金具がはまるように差し込む。
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①	車両ヘッドレストが取りはずせる場合は取りはずし、
	 （38ページ参照）
②	車両背もたれがリクライニングできる場合は、できるだけ
隙間が小さくなるよう、リクライニング角度を調整してく
ださい。

1

車両
ヘッドレスト

①

①	サポートレッグのロック解除ボタンを押しながら、『カ
チッ』と音がするまでサポートレッグを引き出す。

②	本体側面のコネクターハンドルをまわしながら、
③	左右のコネクターを最大まで引き出す。

2

サポートレッグ

カチッ

コネクター
ハンドル コネクター

①
③②
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車への取り付けかた

コネクター

ISOFIX 取付金具
カチッ

コネクター解除レバー

インジケーター
（緑：ロック/赤：解除）

①

②

付属の ISOFIX キャップ
を使用すると取り付けし
やすくなります。

①	左右のISOFIX取付金具に「カチッ」と音がするまで、コネクターを
差し込む。

②	インジケーターが「赤色」から「緑色」になっていることを確認する。
3 ベース部の左右側面を持ち、本体背面が車両背もた

れに接するまで、強く押し込む。4

車両によっては、しっかり押し込んでも本体背面
と車両背もたれとの間にすき間が生じる場合があ
ります。車両背もたれがリクライニングできる場
合はできるだけすき間が小さくなるよう、リクラ
イニング角度を調節してください。

車への取り付けかた
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①	サポートレッグの長さ調節レバーを引きながら、
②	レッグエンドを車両の床まで伸ばし、
③	長さ調節レバーを離すとレバーが戻り「カチッ」と音
がしてロックされます。

④	レッグエンドを上下に動かし、固定されていることを
確認する。

5

長さ調節レバー

サポートレッグ

①

② ③
④

レッグエンド

カチッ

調節後は、サポートレッグのレッ
グエンドが必ず床についているこ
とを確認してください。

危
険

取り付け完了チェックのしかた

取り付けが終わったら、正しく取り付けられているか次のことを確
認してください。
①	インジケーターが「緑色」になっていること。
②	サポートレッグのレッグエンドが車両の床につくように長さが
調節されていること。

③	コネクターの長さが同じ長さであることを確認する。
④	ベース部を持ち、前後左右にゆすり、しっかり取り付けられてい
ることを確認する。

インジケーター
（緑：ロック /赤：解除）

①

③

②

コネクター

④

ご不明な点は、当社コンシューマープラザへお問い合わせください。
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車からの取りはずしかた

1 サポートレッグの長さを短くする。
①	長さ調節レバーを引いて、
②	サポートレッグを短くし、
③	長さ調節レバーを離す。

左右のコネクター解除レバーを引き、イ
ンジケーターが「赤色」に変わっている
ことを確認する。

2

長さ調節レバー

サポートレッグ

①

②

コネクター解除レバー

インジケーター
（赤色 : 解除） コネクター

解除レバー

①

②
押しつける

コネクターの解除が固いときは
車両シートの反発力によって、コネクター
解除が固くなる場合があります。固い場
合は、以下の方法で片側ずつ解除を行って
ください。
①	ベース前方片側の端を持って本体を車
両シートに押しつけ、

②	コネクター解除レバーを引く。
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サポートレッグを収納する。
①	本体を後方にゆっくり倒す。
②	サポートレッグのロック解除ボタンを押し、
		『カチッ』と音がするまでサポートレッグを折りたたむ。

3 ISOFIX取付金具からコネクターをはずす。 4

コネクター

ISOFIX 取付金具

ロック解除ボタン

カチッ

②①
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お子さまにあわせた肩ベルト位置の目安

本製品はお子さまの成長にあわせ、肩ベルトの位置を変えて使用します。
本製品をご使用の前に、下記の肩ベルト位置を目安に調節してください。
（肩ベルト位置の調節のしかたについては、46ページ参照）

●	肩ベルトの位置は、取り付け方向により適正な位置を選んで使用してください。
●	チャイルドシートが不安定な状態でお子さまを座らせると、転倒のおそれがあります。お部屋などで確認されるときは、ご注意ください。

肩ベルトの位置

警
告

●後向き使用時
お子さまの肩の高さよりも、やや下（目安：3cm程度）になるよう、
肩ベルトの位置を調節してください。

●	前向き使用時
お子さまの肩の高さよりも、やや上（目安：3cm程度）になるよう、
肩ベルトの位置を調節してください。
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肩ベルトの位置（ヘッドレスト部の高さ）は、8段階に調節できます。ただし、お子さまを幼児ベルトで拘束した後は、調節し
ないでください。

シート部をまわして横向きにする。（33ページ参照）
※本編では前向きの状態で説明しています。1

肩ベルト位置（ヘッドレスト部の高さ）の調節のしかた

①	ベルト調節ボタンカバーをめくり、ベルト調節ボタ
ンの奥側の「PUSH」マークを強く押しながら、

②	左右の幼児ベルトの両方を持ち、手前に引きゆるめ
る。

※	肩ベルトカバーを引いても、幼児ベルトはゆるみま
せん。

2
ベルト調節ボタンの
PUSHマークを押す。

②
①

①PUSH
マーク

肩ベルトカバー

ベルト調節
ボタンカバー

幼児ベルトを
強く引く

ベルト調節
ボタン
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ヘッドレスト調節
レバー

ヘッドレスト

肩ベルト位置（ヘッドレスト部の高さ）の調節のしかた

①	シート部をまわして後向きにする。
②	ヘッドレスト調節レバーを引き、ヘッドレスト部の高さを
調節する。

3 ①	適切な位置でヘッドレスト調節レバーを離す。
②	ヘッドレスト調節レバーが戻っていることを確認する。
③	ヘッドレスト部を上下に動かし、固定されていることを確
認する。

4

肩ベルト位置（ヘッドレスト部の高さ）を調節すると、幼児ベル
トが締まったり、ゆるんだりします。
お子さまを幼児ベルトで拘束した後は、肩ベルト位置（ヘッド
レスト部の高さ）を調節しないでください。

警
告
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お子さまの座らせかた

警
告

①	バックルボタンを押し、差込タングをバックルからはずす。
②	お子さまを深く座らせて、左右の腕を幼児ベルトに通す。
③	左右の幼児ベルトがねじれていないか確認する。
④	インナークッション頭部用の凸部がお子さまの首にあうよ
うに位置を調節する。

2

バックルボタン

①

差込タング 左右の幼児ベルトが
ねじれていないこと

③

④②

④②
頭部用凸部

インナークッション使用の場合に
は、インナークッションにあわせて
お子さまを深く座らせてください。

●	おくるみなど、両足が分かれ
ない衣類の着用はおやめくだ
さい。

●	お子さまをタオルなどでくるんだまま、座らせないでくだ
さい。

●	かさばったベビーウェアを着せたまま、座らせないでくだ
さい。

●	お子さまを座らせるときには、
右図のような座らせかたをし
ないでください。

	 チャイルドシートが本来の機
能を果たさず、危険をまねく
おそれがあります。

①	お子さまを乗せやすくするため、シート部を
まわして横向きにする。（33ページ参照）

	 ※本編では前向きの状態で説明しています。
②	幼児ベルトをゆるめる。（46ページ参照）

1
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お子さまの座らせかた

左右の差込タングを組み合わせてから『カチッ』と音がするま
で、差込タングをバックルに差し込む。3

左右の差込タングが、確実にバックルに差し込まれてい
ないと、衝突時にお子さまが飛び出したり、ベルトが首
に巻き付き、窒息するおそれがあります。

警
告

●	バックルのボタンは、お子さまの力でははずれないよ
うに固くしてあります。

●	左右の差込タングを組み合わせないと、バックルに差
し込めません。

差し込む左右を組み合わせ

①	腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけ低い位置にかかるよう
にし、腰部に密着させる。

②	肩ベルトは、必ず肩の中央に十分かかるようにする。
③	調節ベルトの上側を手前に引き、
④	お子さまと幼児ベルトの間に、大人の手のひらが入る程度に
幼児ベルトの長さを調節する。

4

お子さまの骨盤をしっ
かりと拘束するよう
に、必ず幼児腰ベルト
を低く下げること

肩ベルト

調節ベルト

腰ベルト①

③

②

④ 手のひらが
入る程度に
調節する。

※調節ベルトの下側は
引かないでください。

調節ベルトが操作レバーカ
バー裏にあるホックに固定さ
れていること。
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●	必ず幼児ベルトの長さを調節してください。お子さまの体に
フィットしていないと、衝突時にお子さまが飛び出したりする
おそれがあります。

●	幼児ベルトをたるませて使用すると、ベルトが首に巻き付
き窒息するおそれがあります。

警
告

●お子さまが窮屈でないように、また幼児ベルトがたるんだり、
ゆるまないように調節してください。
●幼児ベルトをゆるめるときは、46ページを参照してください。

お子さまの体重にあわせて（7ページ）、シート部を後向き、ま
たは前向きにまわして（33ページ）使用する。5
お子さまを乗せた状態のときは、ゆっくりと回転させ、お子さま
の手足が本体などにぶつからないよう、またベース部とシート部
の間などにはさまれないようご注意ください。

注
意

幼児ベルトをゆるめるには（お子さまを降ろすときは）

①	ベルト調節ボタンカバー下のベルト調節ボタンの奥側の
「PUSH」マークを強く押しながら、
②	左右の幼児ベルトの両方を持ち、手前に引き、ゆるめる。
　※肩ベルトカバーを引いても、幼児ベルトはゆるみません。

ベルト調節ボタンの
PUSHマークを押す。

②
①

①

PUSH
マーク

ベルト調節
ボタンカバー

幼児ベルトを
強く引く

ベルト調節
ボタン
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シートカバーの取りはずしかた
幌をご使用の場合は、幌を取りはずしてから（26ページ参照）、シートカバーを取りはずしてください。
インナークッションについては、「インナークッションの使いかた」（19ページ）を参照してください。

ヘッドレストカバーの取りはずしかた シートカバーの取りはずしかた

①	座面の奥側のフック（4ヵ所）をはずす。
②	シートカバーの外側のフック（2ヵ所）をはずす。
③	調節ベルト先端のホックを、操作レバーカバー裏
側からはずし、調節ベルトを引き抜く。

④	股あてパッドのブラホックをはずし、バックルを
引き抜き、シートカバーを引き上げ取りはずす。

バックル

股あてパッド

フック
① ②

④

フック

操作レバー
カバー

ホック

③調節ベルト③

④

ヘッドレスト
カバー

②

③フック

フック

①	ヘッドレスト部を最上段ま
で引き上げる。（ヘッドレ
スト部の操作は46ページ
参照）

②	ヘッドレストカバー両側の
フック（2ヵ所）をはずす。

③	ヘッドレストカバー上部裏
のフック（2ヵ所）をはず
し、フックからヘッドレス
トベルトをはずす。

④	ヘッドレストカバーを取り
はずす。
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��バックル

股あてパッド

フック
① ②

④

フック

操作レバー
カバー

ホック

③調節ベルト③

肩ベルトカバーの取りはずしかた

①	シート部をまわして後向きにする。
（33ページ参照）
②	幼児ベルト収納カバーの上側のツメを
はずし、図のように開く。

幼児ベルト収納カバーツメ

②

③	ヘッドレスト調節レバーを引きなが
ら、調節シャフトから肩ベルトカバー
取付ループを引き抜く。

④	肩ベルトカバーのホックをはずし、手
前に引く抜く。

肩ベルトカバー
取付ループ

調節シャフト
ヘッドレスト
調節レバー

③

肩ベルト
カバー

ホック

④

※ヘッドレスト部から幌を取りはずしてから、シートカバーを取りはずしてください。（26ページ「幌の取りはずしかた」参照）
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シートカバーの取り付けかた

エッグショッククニュパッドとエッグショックパッドの取り付け	・	取りはずしは22ページを参照ください。
インナークッションについては、「インナークッションの使いかた」（19ページ）を参照してください。

シートカバーの取り付けかた

①	シートカバーを上部から本体にかぶせ、バックルを股あてパッ
ドに通しブラホックをとめる

②	調節ベルトをベルト調節ボタンカバー裏側に通し、調節ベルト
先端のホックを操作レバーカバー裏側にとめる。

③	座面の奥側のフック（4ヵ所）をとめる。
④	シートカバーの外側のフック（2ヵ所）をとめる。

ヘッドレストカバー				の取り付けかた	

①	ヘッドレストカバー下部をヘッドレスト部にかぶせ、
②	両側のフック（2ヵ所）をヘッドレスト部の側面にとめる。

バックル

股あてパッド

フック

フック

①

③ フック④

②

操作レバーカバー

ベルト調節ボタンカバー

ホック

②調節ベルト ①
①

フック

②

ヘッドレスト部

② ②

ヘッドレストカバー
下部

ヘッドレストカバー上部裏
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ヘッドレストカバー				の取り付けかた	

③	ヘッドレストベルト先端の穴をヘッドレストカバー上部裏の
フック（2ヵ所）に通し、ヘッドレストベルトはフックに対して
90°になるようにする。

④	ヘッドレストカバー上部をヘッドレスト部にかぶせ、ヘッドレ
ストカバー上部裏のフックをヘッドレスト部の背面にとめる。

①
①

フック

②

ヘッドレスト部

② ②

ヘッドレストカバー
下部

ヘッドレストカバー上部裏

ヘッドレストベルト

ヘッドレストベルト

フック

フック

通し穴

④

③

③

肩ベルトカバーの取り付けかた

①	シート部をまわして後向きにする。（33ページ参照）
②	幼児ベルト収納カバーの上側のツメをはずし、開く。
	 （52ページ参照）
③	肩ベルトカバーのホックをとめ、肩ベルトカバー取付ループを
肩ベルト通し穴に通す。

③ 肩ベルトカバー

肩ベルト

肩ベルトカバー取付ループ
肩ベルト
通し穴

ホック
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肩ベルトカバーの取り付けかた

シートカバーの取り付けかた

④	ベルト通し穴から肩ベルトカバー取付ループを引き出し、ヘッドレ
スト調節レバーを引きながら、取付ループを調節シャフトのガイド
に通す。

	 肩ベルトカバーを引っぱり、抜けないことを確認する。
⑤	幼児ベルト収納カバーを確実に閉じる。

④

④ 肩ベルトカバー取付ループ

調節シャフト

ガイド

ヘッドレスト調節レバー
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洗いかた

●洗濯時は次のことを守ってください。
●インナークッションを洗濯するときは、
中に入っているウレタンを取りはずし
てください。

本体、幼児ベルトのお手入れのしかた
通常は固くしぼった布で水ぶきしてくださ
い。汚れがひどい場合は、中性洗剤を水で
薄めた液で汚れを落としてから水ぶきし、
日陰で乾燥させてください。

シートカバーなど縫製品の洗いかた

液温は30℃を限界とし手洗いして
ください。

エンソ
サラシ

塩素系漂白剤は使用しないでくだ
さい。

アイロン掛けはしないでください。

ドライクリーニングはしないでく
ださい。

強くしぼると、シワが残ることがあ
ります。

日陰で平干してください。

※洗濯の際は（蛍光剤、漂白剤、酵素などを含まな
い）中性洗剤をおすすめします。

※洗濯後、脱水機、乾燥機は使用しないでくださ
い。

警
告

●	中性洗剤を原液で使用した
り、ガソリン、ベンジンなど
有機溶剤の使用はおやめく
ださい。本体および幼児ベ
ルトをいためるおそれがあ
り危険です。

エッグショックパッド（800/700）について

●	エッグショッククニュパッドは水洗いできます。
●	エッグショッククニュパッドは条件によりベタつ
くことがありますが、品質上問題なく、安心して
お使いいただけます。気になる場合は、中性洗剤
で洗ってください。

※	ヘッドレストカバーやインナークッションを洗濯する
ときは、必ずエッグショッククニュパッドとエッグ
ショックパッドを取りはずしてください。

幌のお手入れのしかた
●幌は液中につけず、30℃以下の液温の洗剤をつけた
スポンジなどを使用して、汚れをふき取ってください。
●幌のプラスチック部分やホックなどでケガをしないよ
うに注意してください。
●洗剤を使用して汚れを取った後は、水分を含ませた布
やスポンジで洗剤分が残らないように数回ふき取って
ください。
●乾かすときは、乾いた布で水分をふき取り、陰干しし
てください。

※製品の特性上、若干色あせすることがあります。

ウレタンについて
●シートカバーなどの縫製品の裏側のウレタンに染料が
付着することがありますが、品質上問題なく、安心し
てお使いいただけます。
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保管・廃棄のしかた

保管のしかた

本　体
長期間使用しないときは、車から降ろし、直射日光が当たらず風
通しの良い、お子さまの手の届かない場所に保管してください。

取扱説明書
ご使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、本体シートカバー
の右側面の収納ポケットに保管してください。（５ページ参照）

廃棄のしかた

●	お住まいの各自治体の規程に従い処分、廃棄してください。
●	衝突事故や製品を落下させたときなど、1度でも強い衝撃
を受けたチャイルドシートは、外見上の破損がなくても絶
対に使用しないでください。事故により処分する場合は、
本製品が再利用されないようにシートカバーなどをはずし
て、廃棄してください。

製品を正しく安全にお使いいただくために
製品を正しく安全にお使いいただくための情報を、当社ホームページでご案内しております。
下記のホームページをご覧ください。

http://www.combi.co.jp/safetyinfo/index.html
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本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。
お買い上げの日から下記期間中製品の故障が発生した場合は、本書をご提
示の上、当社コンシューマープラザ、または、お買い上げの販売店にお問い
合わせください。

品質保証書
コンビ　チャイルドシート

住　所 

店　名 

TEL

TEL

お買い上げ日 

年　　 月　　 日 
お

客

様

販

売

店

ご住所　〒 

修理メモ

製品名 

お名前 

ロットNo.

（幼児ベルト収納カバー裏側のシールをご覧ください）

保証期間 

 
 

 

●お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただち
にご記入願います。
●万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行
いたしませんので、大切に保管してください。
●領収書（レシート）を本書と一緒に保管してください。
●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理を
お約束するものです。したがってこの保証書によって法律上の権利を
制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご
不明の場合は、当社コンシューマープラザ、またはお買い上げの販売
店にお問い合わせください。
●品質保証書にご記入いただいた個人情報は、故障・修理の確認、修理品
の発送にのみ利用いたします。それ以外の用途には利用いたしません。

お買い上げ日より1年間
（ただし保証規定による）

1. １度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
2.保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状態において、万
一故障した場合には無料で修理いたします。電話にてお問い合わせの
上、当社コンシューマープラザにお送りください。

3. 保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
(a) プラスチック部品の自然劣化による変色。
(b) シートカバーなど、縫製部品の傷ややぶれ。
(c) お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障および損傷。
(d) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障および損傷。
(e) 本書に製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場
合、あるいは字句を書き換えられた場合。

(f) 本書のご提示がない場合。
(g) 一般家庭以外で、業務用やレンタル等でご使用され故障した場合
(h) 有料修理の場合に要する運賃などの諸経費。
4. 衝突事故など、１度でも強い衝撃を受けた製品の修理はできません。
5.本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修理サービスは致
しかねます。

6. 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理
できないこともあります。

保証規定

ymk-fukazawa
線
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製品に関するお問い合わせ、部品購入、修理などのご相談は、コンシューマープラザにて対応いたします。
コンシューマープラザ（Customer Service Center）
受付時間：9:30～17:00（日祝日、年末年始を除く）〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271　
■総合受付(各種ご相談)窓口　製品に関するお問い合わせ/修理のご要望/各種ご相談/その他
TEL. (048) 797-1000   FAX. (048) 798-6109
■部品販売（相談）窓口　部品購入のお問い合わせとご注文
TEL. (048) 797-1001   FAX. (048) 798-6109
コンシューマープラザ（Customer Service Center）／西日本担当
受付時間：10:00～17:00（土日祝日、年末年始を除く）〒540-0026　大阪府大阪市中央区内本町2-4-16
TEL. (06) 6942-0379   FAX. (06) 6942-0302
＊コンシューマープラザホームページ　http://www.combi.co.jp/cp/ 

コンビ
ネルーム
ISOFIX
シリーズ


